
【別紙】中東・ロシア・CIS（石油・ガス産出国等）におけるカントリーリスク調査・評価項目一覧

（1）財政状態 仕様書に掲げる調査業務を円滑に遂行するための財政状態にあるか 5

（2）人員体制
仕様書に掲げる調査業務を円滑かつ十分に遂行できる人員体制となっている
か

10

（3）契約実績
国際機関、ECA又は本の官公庁との契約実績があり、公的機関向けに十分な
レピュテーションがあるか

5

（1）業務スケジュール
仕様書に掲げる調査業務を遂行するにあたり、計画的かつフィージビリティの
あつ企画提案となっているか

10

（2）実施体制及び支援体制
仕様書に掲げる調査業務を遂行するにあたり、調査責任者及び調査員の人
員並びに調査責任者及び調査員を補佐する契約調査員が適切に配置されて
いるか

10

（3）調査責任者の資質 業務遂行にあたり、十分な専門的知見、経験、実績があるか 15

（4）調査員の資質 業務遂行に足る専門的知見、経験、実績があるか 10

（5）エネルギー需給モデル 法人として、エネルギー需給動向の定量的分析能力を有しているか 15

（6）研究機関及び国際機関との連携体制 
王立研究所等世界的にもその専門的知見が知られている研究機関又は国際
機関との連携体制が構築されているか

15

（7）過去3年間の類似又は関連業務実績
過去3年間において、仕様書と類似又は関連する業務実績を有し、仕様書に
掲げる業務を法人として十分遂行できる知見、経験を有しているか

5
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